
NO.112 （8）日 高 市 議 会 だ よ り

討　

論

提
出
さ
れ
た

陳

情

書

な
る
こ
と
か
ら
諸
費
用
を
減
額
、

小
学
校
費
で
は
、
小
学
校
維
持
管

理
事
業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
の
消
耗
品

及
び
備
品
の
購
入
費
用
並
び
に
高

麗
川
、
高
根
及
び
高
萩
北
小
学
校

の
保
健
室
空
調
設
備
更
新
に
係
る

工
事
請
負
費
を
増
額
、
小
学
校
校

舎
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
で
、
事
業
費
が
確
定
し
た
こ

と
か
ら
諸
費
用
を
減
額
、
中
学
校

費
で
は
、
中
学
校
維
持
管
理
事
業

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
の
消
耗
品
及
び
備

品
の
購
入
費
用
並
び
に
高
麗
川
及

び
高
萩
北
中
学
校
の
保
健
室
空
調

設
備
更
新
に
係
る
工
事
請
負
費
を

増
額
、
中
学
校
校
舎
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
で
、
事

業
費
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
諸
費

用
を
減
額
、
社
会
教
育
費
で
は
、

公
民
館
維
持
管
理
事
業
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
の
高
麗
、
高
麗
川
、
高
萩
北

及
び
武
蔵
台
公
民
館
の
ト
イ
レ
改

修
に
係
る
工
事
請
負
費
を
増
額
、

保
健
体
育
費
で
は
、
一
般
職
人
件

費
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
で
、

執
行
見
込
額
が
予
定
よ
り
も
少
な

く
な
る
こ
と
か
ら
諸
費
用
を
減

額
、
文
化
体
育
館
維
持
管
理
事
業

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
体
育
施
設
の
休

館
等
を
実
施
し
た
指
定
管
理
者
に

支
給
す
る
協
力
金
を
増
額
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
21
号　

反
対
討
論

　

本
補
正
予
算
案
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
事
業
３
千
181
万
２
千
円
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
住
民
票

等
を
コ
ン
ビ
ニ
で
受
け
取
れ
る
よ

う
に
す
る
事
業
だ
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
が
現
在
で

24
．３
％
と
低
い
中
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
利
用
目
標
率
が
５
％
、
１
件

に
か
か
る
コ
ス
ト
が
１
千
500
円
、

年
間
維
持
費
が
約
850
万
円
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
べ
き
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
と
し
て
疑

問
で
あ
る
。

　

予
防
接
種
事
業
の
地
域
健
康
支

援
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
356
万
４

千
円
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ひ
も

付
け
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
も
の

だ
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
に

関
し
て
、
緊
急
措
置
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
個
人
情
報
保
護
評
価
が

後
回
し
の
上
、
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
、
日
本
医
師
会
な
ど
か

ら
、
自
治
体
や
医
療
機
関
の
業
務

負
担
が
増
え
る
と
の
懸
念
の
声
が

相
次
い
で
い
る
。
市
町
村
に
は
既

に
予
防
接
種
台
帳
が
あ
る
。ま
た
、

そ
も
そ
も
接
種
は
任
意
で
あ
っ

て
、
接
種
を
受
け
た
本
人
等
が
記

録
を
管
理
す
べ
き
で
、
改
め
て
国

家
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
21
号　

賛
成
討
論

　

本
補
正
予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
経
済
や
市
民
生
活

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創

生
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

市
内
の
小
規
模
事
業
者
、
公
共
交

通
事
業
者
、
社
会
福
祉
施
設
及
び

医
療
機
関
へ
の
支
援
な
ど
の
新
た

な
経
済
対
策
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
へ
の
生
活
支
援
や
感
染
防

止
策
な
ど
の「
新
し
い
生
活
様
式
」

へ
の
効
果
的
な
対
応
策
が
含
ま

れ
、
必
要
な
経
費
が
効
率
的
に
計

上
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
22
号
）

　

�

令
和
３
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
２
億
５
千
433
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
198
億
９
千
433
万
円
と
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
事
業
の

財
源
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負
担

金
」
を
追
加
、繰
入
金
に
つ
い
て
、

今
回
の
補
正
予
算
額
の
歳
入
歳
出

差
引
き
の
調
整
を
行
う
た
め
、「
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
」
を
増
額
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
衛
生
費
の

う
ち
、
保
健
衛
生
費
で
は
、
予
防

接
種
事
業
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用

を
追
加
又
は
増
額
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号
）

　

日
高
市
議
会
基
本
条
例

　

市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
及
び
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
を
基

本
理
念
と
し
た
議
会
の
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項
を
定

め
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
委
員
会
提
出
議
案
第
２
号
）

　

�

日
高
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
押
印
廃

止
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
請
願

者
に
対
し
提
出
時
に
求
め
て
い
る

押
印
の
見
直
し
を
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�
（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

　

第
１
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
１
号
）

　

�

♦
日
高
市
議
会
に
お
い
て
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
住
民
自
治
に

基
づ
い
た
民
主
的
議
会
運
営
を

求
め
る
陳
情

【豆　知　識】
　討論とは、議案に対して議員が賛成又は反対の意見を
表明することですが、目的は、賛否の意思を決めていな
い議員や自己の意見と反対の意見である議員を、自己の
意見に賛同させることにありますので、単なる議案への
賛否の意思表示ではなく、賛成又は反対である理由を明
確に述べながら賛否を論議するものです。


